
現地とオンラインのハイブリッド開催
建設業労働災害防止協会

会長

今井　雅則

寄　稿

安
全
衛
生
水
準
の
　

向
上
に
寄
与

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１０月７日　（木曜日）

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
︵
建
災
防
︶
と
建
災

防
京
都
府
支
部
は

月
７
日

８
日
に
京
都
市
左
京

区
の
国
立
京
都
国
際
会
館
で

第

回
全
国
建
設
業

労
働
災
害
防
止
大
会
を
開
く

同
大
会
は

現
地
と

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
組
み
合
わ
せ
た
初
の
ハ
イ
ブ
リ


ド
開
催
と
な
る

今
大
会
の
ス
ロ

ガ
ン
は
﹁
仲

間
の
命
を
守
る
た
め
　
小
さ
な
危
険
も
見
逃
さ
な
い

　
安
全
確
保
に
妥
協
な
し
﹂

初
日
の
総
合
集
会
は

安
全
衛
生
表
彰
・
顕
彰
や
小
和
田
哲
男
静
岡
大
学
名

誉
教
授
の
講
演

２
日
目
の
専
門
部
会
は
会
員
企
業

に
よ
る
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
発
表
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

相
撲
解
説
者
舞
の
海
秀
平
氏
の
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

る

本
特
集
は
今
井
雅
則
建
災
防
会
長
の
あ
い
さ
つ

や
安
全
衛
生
製
品
な
ど
を
紹
介
す
る


◆
主
催
：
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
京
都
府
支
部

◆
開
催
主
協
力
支
部
：
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
滋
賀
県

支
部
大
阪
府
支
部
兵
庫
県
支
部


奈
良
県
支
部

和
歌
山
県
支
部

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
国
土
交
通
省
京
都
府
京
都
市


京
都
労
働
局

◆
協
賛
：
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会

中
央
労
働
災

害
防
止
協
会

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防

止
協
会

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協

会

港
湾
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会

◆
協
力
：
一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会

　
第

回
全
国
建
設
業
労
働
災
害
防

止
大
会
の
開
催
に
あ
た
り

ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す


　
は
じ
め
に

度
重
な
る
自
然
災
害

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

に
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
謹
ん

で
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す


　
全
国
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会

は

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

︵
建
災
防
︶
が
設
立
さ
れ
た
１
９
６

４
年
か
ら

会
員
各
位
を
は
じ
め
関

係
者
の
労
働
災
害
防
止
に
寄
せ
る
熱

意
と
ご
協
力
の
下
に
毎
年
開
催
さ

れ

今
年
で

回
を
迎
え
ま
し
た


　
昨
年
の
第

回
大
会
は

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め


Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
が

今

年
の
第

回
大
会
は

開
催
が
初
め

て
と
な
る
京
都
府
京
都
市
の
国
立
京

都
国
際
会
館
で

月
７
日︵
木
︶

８
日
︵
金
︶
の
２
日
間

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
で

﹁
仲
間
の
命
を
守
る

た
め
　
小
さ
な
危
険
も
見
逃
さ
な
い

　
安
全
確
保
に
妥
協
な
し
﹂
を
ス
ロ


ガ
ン
に
掲
げ
開
催
い
た
し
ま
す


　
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は


会
員
各
位
を
は
じ
め
関
係
者
の
地
道

な
ご
努
力
に
よ
り

長
期
的
に
は
着

実
に
減
少
し
て
き
て
お
り

２
０
２

０
年
の
死
亡
災
害
は
２
５
８
人
と
過

去
最
少
と
な
り
ま
し
た

し
か
し
な

が
ら

屋
根
・
は
り
・
も
や
等

そ

れ
に
次
い
で
足
場

建
築
物
・
構
築

物
等
を
起
因
物
と
す
る
墜
落
・
転
落

に
よ
る
死
亡
災
害
は
依
然
と
し
て


全
体
の
約

％
を
占
め
て
お
り

憂

慮
す
べ
き
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん


　
一
方

わ
が
国
の
建
設
業
界
を
取

り
巻
く
現
状
を
見
ま
す
と

自
然
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事

国
土

の
防
災
・
減
災
関
連
工
事
の
継
続


そ
の
他
各
種
工
事
が
引
き
続
き
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

こ
の
高
水

準
の
工
事
量
に
加
え

現
場
管
理
者

お
よ
び
技
能
労
働
者
の
不
足

作
業

者
の
高
齢
化
の
進
展

さ
ら
に
外
国

人
労
働
者
の
受
入
れ
等

労
働
災
害

増
加
の
懸
念
が
ま
す
ま
す
高
く
な


て
お
り
ま
す


　
ま
た

﹁
働
き
方
改
革
﹂
が
推
進

さ
れ
る
中
で

建
設
業
は
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
猶
予
さ
れ

る
も
の
の
業
界
と
し
て
は
前
倒
し

で
の
週
休
二
日
制
導
入
の
促
進
等


大
い
に
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り


職
場
環
境
の
改
善
を
さ
ら
に
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す


　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え

建
災

防
で
は

２
０
１
８
年
度
に
策
定
し

た
﹁
第
８
次
建
設
業
労
働
災
害
防
止

５
カ
年
計
画
﹂
に
お
い
て

建
設
業

に
お
け
る
死
亡
災
害
お
よ
び
墜
落
・

転
落
災
害
に
よ
る
死
亡
災
害
を
﹁
第

７
次
建
設
業
労
働
災
害
防
止
５
カ
年

計
画
﹂
の
平
均
発
生
件
数
に
対
し
て


％
以
上
減
少
さ
せ
る
と
い
う
目
標

を
達
成
す
る
た
め

具
体
的
な
活
動

と
し
て
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て


夏
期
の
熱
中
症
対
策
の
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

！
熱
中
症
　
ク

ル
ワ

ク
キ

ン

ペ

ン
﹂
と
連
動
し
て

﹁
墜
落
・

転
落
災
害
撲
滅
キ

ン
ペ

ン
﹂
を

計
画
期
間
中
の
５
年
間
を
通
し
て
実

施
し

墜
落
・
転
落
災
害
防
止
対
策

の
強
化
を
進
め
て
お
り
ま
す


　
ま
た

建
設
業
を
取
り
巻
く
労
働

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も

に

国
際
規
格
等
と
の
整
合
性
を
図


た
建
設
業
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹁
ニ


コ
ス
モ

ス
﹂
の
導
入
に
よ
る
認
定
制
度
を
広

く
展
開
し
て
お
り
ま
す

さ
ら
に


中
小
規
模
建
設
事
業
者
の
方
々
が
取

り
組
み
や
す
い
よ
う
に

仕
組
み
は

変
更
せ
ず
に

運
用
に
お
い
て
簡
便

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
﹁
コ
ン
パ

ク
ト
コ
ス
モ
ス
﹂
の
導
入
の
推
進
を

図

て
い
ま
す


　
こ
の
他
に
も

統
括
管
理
下
に
お

け
る
建
設
現
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て


﹁
建
災
防
方
式
健
康
Ｋ
Ｙ
と
無
記
名

ス
ト
レ
ス
チ


ク
﹂
に
よ
る
建
設

現
場
の
ス
ト
レ
ス
状
況
把
握
お
よ
び

職
場
環
境
改
善
の
推
進

刻
々
と
変

化
す
る
作
業
環
境
に
対
応
す
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
能
力
の
向
上
を
目
指
す

﹁
新
ヒ
ヤ
リ
ハ

ト
報
告
﹂
の
提
案

お
よ
び
周
知

さ
ら
に
フ
ル
ハ

ネ

ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育
や

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上

教
育
等
の
安
全
衛
生
教
育
の
推
進
等

に
よ
り

積
極
的
に
労
働
災
害
防
止

対
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す


　
さ
て

全
国
建
設
業
労
働
災
害
防

止
大
会
は

会
員
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
者
が
一
堂
に
会
し

心
新
た
に

安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に
尽
力
す
る

こ
と
を
誓
う
と
と
も
に

最
新
の
安

全
衛
生
情
報
と
効
果
的
な
安
全
衛
生

管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど

安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
上
で
極
め
て
有
効
な
機
会
で
あ

り
ま
す


　
大
会
初
日
は

開
会
式

安
全
衛

生
表
彰

安
全
の
誓
い
を
採
択
し
た

後

厚
生
労
働
省
安
全
衛
生
部
長
か

ら
﹁
最
近
の
労
働
安
全
衛
生
行
政
の

動
向
﹂
と
題
し
た
ご
講
演
と

静
岡

大
学
名
誉
教
授
小
和
田
哲
男
氏
か
ら

﹁
明
智
光
秀
の
謎
に
迫
る
﹂
と
題
し

た
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す


　
大
会
２
日
目
は

今
回
新
設
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
会
の
ほ
か
建
築
土
木


安
全
衛
生
教
育

衛
生
教
育

低
層

住
宅

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

コ
ス
モ

ス
の
各
部
会

計
７
部
会
を
開
催
し

ま
す

各
会
員
企
業
に
お
い
て
成
果

を
挙
げ
た
安
全
衛
生
活
動
等
を
発
表

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
厚
生
労
働
省


京
都
労
働
局
お
よ
び
国
土
交
通
省
の

各
担
当
官
の
方
々
か
ら

安
全
衛
生

対
策
等
に
つ
い
て
ご
講
話
を
い
た
だ

く
予
定
で
す


　
ま
た

低
層
住
宅
部
会
で
は

東

邦
大
学
小
山
文
彦
教
授︵
精
神
科
医
︶

が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
低
層

住
宅
現
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
﹂

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
部
会

で

﹁
新
ヒ
ヤ
リ
ハ

ト
報
告
か
ら

得
ら
れ
る
も
の

新
た
な
現
場
管
理

に
向
け
て

﹂
と
し
て
日
本
大
学
鳥

居
塚
崇
教
授
の
講
演

新
設
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
会
で
は

﹁
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

Ｄ
Ｘ
と
建
設
安
全
﹂
と
し
て
立
命
館

大
学
建
山
和
由
教
授
の
講
演
が
あ

り

最
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者

舞
の
海
秀
平
氏
に
﹁
夢
は
必
ず
か
な

う
﹂
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
く
こ

と
と
な

て
い
ま
す


　
な
お

例
年

好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
安
全
衛
生
保
護
具

測

定
機
器

安
全
標
識
等
の
展
示
会
を

大
会
開
催
期
間
中
開
催
し
ま
す

参

加
企
業
が
独
自
に
開
発
し
た
最
新
の

保
護
具
等
を
お
手
に
と

て
ご
覧
い

た
だ
け
る
も
の
と
な

て
お
り
ま
す

と
と
も
に

Ｖ
Ｒ
の
展
示
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す


．．～ in京都

第回全国建設業労働災害防止大会
仲
間
の
命
を
守
る
た
め

小
さ
な
危
険
も
見
逃
さ
な
い

安
全
確
保
に
妥
協
な
し



建災防全国大会　

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

（８）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１０月７日　（木曜日）

■総合集会（初日）時分～時分（開場時分）
○安全功労者に対する表彰・顕彰基金による顕彰
○安全の誓い
○厚生労働省講演／「最近の労働安全衛生行政の動向」
〇アトラクション／横笛演奏　藤舎流笛家元　人間国宝　

藤舎　名生氏
能楽・華道の共演　〈能楽　祝舞〉観
世流能楽師　片山　伸吾氏　観世流能
楽師　片山　峻佑氏　〈華道〉未生流
笹岡家元　笹岡　隆甫氏

○講演／「明智光秀の謎に迫る」
静岡大学名誉教授・小和田哲男氏

■専門部会（２日目）８時分～時分
（開場８時分）
〇建築部会
〇土木部会
〇安全衛生教育部会
〇低層住宅部会
〇メンタルヘルス部会
〇コスモス部会
〇ＩＣＴ部会
〇講演／「夢は必ずかなう」

ＮＨＫ大相撲解説者・舞の海秀平氏

厚生労働省・労働災害発生状況集計を基に作成

死亡災害、過去最少

安
全
・
安
心
な

職
場
環
境
を
整
備

厚生労働省・労働災害発生状況集計を基に作成

　
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
２
０
２
０
年

の
労
働
災
害
発
生
状
況
に
よ
る
と

建
設

業
の
死
亡
者
数
は
前
年
よ
り

人
少
な
い

２
５
８
人
だ

た

３
年
連
続
の
減
少
で

１
９
８
８
年
の
統
計
開
始
以
来
で
過
去
最

少
と
な

た

た
だ

全
産
業
の
中
で
建

設
業
の
死
亡
災
害
は

・
２
％
を
占
め


依
然
と
し
て
最
も
多
い
割
合
だ


　
業
種
別
の
死
亡
者
数
で
は

土
木
工
事

と
建
設
工
事
が
１
０
２
人
ず
つ

そ
の
他

の
建
設
が

人
と
な

た

死
亡
災
害
の

種
類
別
に
み
る
と

墜
落
・
転
落
災
害
が


人

交
通
事
故
︵
道
路
︶
が

人

崩

壊
・
倒
壊
が

人

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ
が

人

墜
落
・
転
落
は
初
め
て
１

０
０
人
を
下
回

た

墜
落
・
転
落
に
よ

る
死
亡
者
減
少
に
向
け

厚
労
省
が
定
め

た
﹁
足
場
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災
害
防
止

総
合
対
策
推
進
要
綱
﹂
に
基
づ
く
﹁
よ
り

安
全
な
措
置
﹂
の
普
及
や

フ
ル
ハ

ネ

ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
の
適
切
な
使
用
が

進
ん
で
お
り

労
働
災
害
防
止
に
対
す
る

取
り
組
み
の
効
果
が
確
実
に
現
れ
て
い
る

よ
う
だ

し
か
し
長
期
的
に
は
減
少
傾
向

に
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安全意識の高揚で労災撲滅を



建災防全国大会　
重松製作所

谷沢製作所

大同機械

オール京都で建設業の魅力発信
京都府知事　西脇　隆俊

　寄　稿　

労働災害防止に向けた一層の取り組みを
建設業労働災害防止協会　京都府支部長　小﨑　学

（９） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１０月７日　（木曜日）

より安全に、より快適に
電動ファン付き呼吸用保護具（ＰＡＰＲ）

軽さ。コンパクトさ。涼しさ。劇的進化
新型ヘルメット「シリーズ」新発売

ＳｙＲＸ２・５

　重松製作所は、安全衛生保護具業
界のパイオニアとして、年の創
業以来、防じんマスク、防毒マスク
や電動ファン付き呼吸用保護具（以
下、ＰＡＰＲ）などの呼吸用保護具
の製造・販売を行っています。
　ＰＡＰＲは、事業場その他で空気
中に浮遊する粒子状物質（粉じん・
ヒューム・ミストなど）をフィルタ
で除去した後、その清浄空気を電動
ファンによって、着用者の面体など
へ送る構造です。
　同社から好評発売中のＰＡＰＲ
「呼吸連動形シンクロ」の特長は次
のとおりです。
①呼吸が楽：呼吸連動形で、呼吸に
合わせて清浄空気を供給。
②防じんマスクより安全性が高い：
使用中に面体がズレて顔と面体と
の間に隙間が生じても、面体内圧
が陽圧（正圧）のため、安全性が
高い。

③経済的：一定流量形ＰＡＰＲや防
じんマスクよりもフィルタが長持
ち。
④スイッチレス：マスクを装着して
ひと呼吸すると送風を開始し、マ

スクを外して約５秒後に自動的に
送風が停止。

⑤コードレス：電動ファン、バッテ
リー、フィルタが一体となってい
るので、コードを引っかけて断線
する心配がない。（直結式のみ）

⑥フィルタの交換時期・バッテリー
残存量が一目でわかるＬＥＤ表示
付。

　「ＳｙＲ」は発売以来ユーザー
から高い評価を得ており、今春新た
に、フィルタ「Ｘ２・５」「Ｔ２・
５」の発売を開始しました。「Ｓｙ
Ｒ」の主な特長は、次のとおりで
す。
①溶接面と併用しても接触しにくい
スリムデザイン。

②バッテリーは軽量・コンパクトで、
約時間稼働。
③活性炭素繊維（ＡＣＦ）入りのフ
ィルタのため、溶接時に発生する
不快な臭気の除去が可能。

④炉前作業用のアルミ蒸着品もライ
ンナップ。

⑤フィルタ「Ｘ２」、「Ｔ２」は防
じん・防毒マスク「ＴＷ」と共用
できる。

⑥溶接ヒュームを捕集したフィルタ
は、エコマーク認定を取得した
『水洗再生リターナブルシステ
ム』を利用することで、水洗して
繰り返し使用できる。

ハンモックに一体成形された
「サポートブロック」の間で
帽体が歪み、飛来落下物の衝
撃を吸収

ＳＴ＃－ＪＺＶ

　谷沢製作所は年７月、従来の発泡スチロール製衝
撃吸収ライナーに替えて、六角柱の衝撃吸収体をもつ内
装体「エアライト」を新たに開発し、それを使ったヘル
メットを発売しました。「エアライト」は安全性と快適
性を向上させ、ヘルメットは大きく進化しました。
それから６年、このたび新衝撃吸収メカニズムを採用し
た内装体「エアライトＳ」の開発により、ヘルメットは
更なる進化を遂げました。
　年月、「エアライトＳ」付きのＰＣ製の新型ヘ
ルメットST#123-JZVを発売、本年４月にはシールド面
付きのST#123VJ-SHと通気孔付きのST#1230-JZV、８
月にはＡＢＳ製のST#0123-JZを発売しました。
　さらに、この秋にはＦＲＰ製でｇを切る超軽量製
品も発売予定です。
　「エアライトＳ」は、従来のヘルメットの常識を覆す
コンパクトさと軽さを実現しました。新製品ST#123-JZ
Vと同材質の当社の人気ヘルメットST#161-JZVを比べ
ると、それが際立ちます。また、シールド面付きのST#1
23VJ-SHはｇと、シールド面なしのST#161-JZVと
同じ重さです。

　この進化を生んだのは「エアライトＳ」の頂部に設け
たハニカム構造の「サポートブロック」です。従来のヘ
ルメットでは、頂部に衝撃を受けると、初めに内装体の

ハンモックが伸び、次に帽体が大きく歪んで（ＦＲＰ製
の場合は帽体が割れて）エネルギーを吸収します。それ
に対して、「エアライトＳ」では「サポートブロック」

が帽体を支え、ハン
モックはほとんど伸
びません。衝撃エネ
ルギーは主に２つの
「サポートブロッ
ク」の間で帽体が歪
むことにより吸収さ
れます。
　この衝撃吸収メカ
ニズムの変更により
頭部と帽体の隙間
は、ST#161-JZVで
は㎜だったのに対
して、ST#123-JZV
では㎜となり、帽
体のコンパクトさと
軽さに結び付きまし
た。
　新型ヘルメット
「シリーズ」を
是非とも手に取って
お確かめください。
ヘルメットの劇的進
化をすぐに実感頂け
ると思います。

浮遊集じん・溶接ヒュームを除去
汎用小型集じん装置「ＳＴＤコレクタ」

　今年の全国大会も昨年に続き、コロナ禍での開催とな
りましたが、当地京都における初めての開催でもあり、
ここに全国から本大会にご参集の皆様方を心より歓迎申
し上げます。
　さて、月７日から、今年の大会スローガンである
「仲間の命を守るため　小さな危険も見逃さない　安全
確保に妥協無し」の下、２日間に渡り各種のイベントが
開催されますが、われわれ建設業に関係する者にとって
建設労働災害の撲滅は悲願であり、安全の確保は永遠の
テーマでもあります。このため、建災防京都府支部では
今後も引き続き、厚生労働省および京都労働局のご指導

をいただき、建災防本部と一体となり関係機関との連携
を図りながら、建設労働災害防止の取り組みを、一層粘
り強く強化してまいる所存であります。
　今年は、当地京都における現地開催とオンライン開催
の組み合わせによるハイブリッド開催となります。本大
会が全国建設業の安全衛生水準の一層の向上に寄与する
ことを心から祈念し、また、本大会の開催に際し、多大
のご協力をいただきました本部・支部実行委員をはじめ
関係者の方々に深く感謝申し上げ、ご挨拶とさせていた
だきます。

　第回全国建設業労働災害防止大会が、ここ京都の地
で初めて開催されますことを心からお喜び申し上げます
とともに、全国からご参加いただいている皆様を心より
歓迎いたします。
　建設業労働災害防止協会におかれましては、建設現場
における労働災害防止のため、技能講習や安全指導者に
よる現場指導などの活動を積極的に取り組まれており、
長年のご尽力に対し深く敬意を表しますとともに心から
感謝申し上げます。
　さて、昨年来の新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、国民生活や社会経済活動に大きな影響が生じており
ます。この感染を防止するため、皆様には、国の建設業
におけるガイドラインに基づき必要な措置を講じていた
だくなど、引き続きご負担をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をいただきますようお願いします。
　建設業は、コロナ禍にあっても、わが国のインフラ整
備の担い手であるとともに、近年の激甚化・頻発化する
豪雨等の災害には、最前線で地域社会の安心・安全の確
保を担う「国土や地域の守り手」として、大変重要な使
命を果たされております。
　一方、わが国全体の生産年齢人口の減少や建設工事従
事者の高年齢化等により、建設業の担い手の確保・育成

が大きな課題となっています。建設業をさらに魅力ある
産業とし、将来を担う若者の入職を促進するためにも、
安定した雇用や収入確保と併せて、労働災害のない安全
な職場環境の整備が非常に重要です。
　京都府では、年３月にいわゆる「建設職人基本法」
に基づく京都府計画を策定したところであり、貴協会京
都支部をはじめ関係団体の方々と連携しながら建設工事
現場での安全衛生水準をより一層高めるための取り組み
を推進することとしております。
　さらに、将来を担う人材の確保のため、建設業団体、
教育機関、行政が一体となり「建設業魅力向上プロジェ
クト」推進プラットフォームを年度に立ち上げ、オー
ル京都で建設業の魅力発信等にも取り組んでいるところ
です。
　建設業の未来に向けて、今後とも関係者の皆様と力を
合わせ、さまざまな取り組みを進めてまいりますので、
引き続き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びに、本大会の成功と貴協会の今後ますますのご発
展、ならびに皆様のご活躍とご健勝を祈念申し上げ、挨
拶といたします。

汎用小型集じん装置「ＳＴＤコレクタ」

　大同機械は、建設現場向けの汎用小型集じん装置「Ｓ
ＴＤコレクタ」の活用を提案しています。これまで現場
では、異なる細かさの粒子を除去するため、集じん機と
溶接煙除去装置の２台を設置する必要がありました。本

製品は、業界初の電気集じんユニットを採用し、これま
で２台で担っていた機能を１台に集約しています。三つ
のフィルターの効果により、はつり作業での粉じんや溶
接ヒューム、微粒子に至るまで広く対応します。不織布
フィルターと電気集じんユニットは洗浄可能で繰り返
し使用できるため、コストパフォーマンスにも優れて
います。仕様は幅㎜、高さ㎜、奥行きミリ
のサイズで重量は㎏。総重量の４割を占めるファン
ユニットは脱着できる構造で、人力での運搬が容易な
可搬性を実現しました。直径㎜の大径キャスター
の採用により、架設の配線などの障害物を容易に乗り
越えられます。建設現場のために作られたこれらの特
徴で作業環境が大きく改善します。



建災防全国大会　
全国仮設安全事業協同組合 つくし工房

山本光学大同機械

全国仮設安全
事業協同組合

専務理事

東尾　正

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１０月７日　（木曜日）

安全に作業できる環境づくりを引き続き国に求める

ｍ先まで届く大風量
「冷暖砲　白サイくん」

息苦しさやムレを解消
吸気補助具付き快適半面マスク「ＬＳ－　ＲＬ２」

「冷暖砲　白サイくん」
室内機・室外機の分離イメージ

　大同機械では、新製品「冷暖砲　白サイくん」を開発
しました。業界最大級の馬力を搭載し、秒速１ｍの風
がｍ先まで届きます。自動排水処理機能によりｍ離

れたところへの排水が可能。床をぬらす恐れがなく、作
業を妨げません。また本製品はユニック等での搬入はも
ちろんのこと、２分割することで乗用エレベーターでの
搬入・搬出も可能になります。並列配置での寸法は幅
㎜、高さ㎜、奥行き㎜のサイズで、重量
は㎏（室内機㎏／室外機㎏）。温度範囲は
冷房が～℃（湿球温度）、暖房が～℃（乾球
温度）となり、熱中症対策だけでなく防寒対策にも役
割を果たします。

　山本光学の取り換え式防じんマスク「ＬＳ－：国
家検定区分ＲＬ２」は吸気補助具により呼吸を補助し息
苦しさを軽減します。
　当システムは電動ファンの送風により、高性能メカニ
カルフィルターでろ過された新鮮な空気を供給するだけ
でなく、顔面とマスクの隙間からの粉じん侵入を抑制し
ます。
　軽量でコンパクトな本体には肌に優しいシリコン素材
の面体ゴムを採用しています。
　本製品は過酷な作業環境下においても涼しく快適にご
使用頂けます。また眼鏡／保護めがねのレンズの曇りも
軽減されます。
　面体サイズはＭ／Ｌの２種類、しめ紐、充電器、バッ
テリーなど豊富な交換パーツをご用意。
山本光学は「Comfortable SAFETY（快適な安全）」
を事業テーマに、個人用保護具メーカーのプロとして今
後もすべての働く人々に安全で快適な保護具の提供を続
けて参ります。

ＬＳ－（ＲＬ２）の仕様：国家検定合格　第ＴＭ
　　　　　　　　　　　　　　号　ＤＲ直補　ＲＬ２
バッテリー定格電圧：．Ｖ（ＮＩ－ＭＨ電池）
公称稼働時間：約．～８時間（風量により変動）
初期送風量：毎分～ℓ
捕集効率：ＲＬ２（平均実測値　ＤＯＰ粒子に対し．

％以上
質量：マスク本体約ｇ　フィルター約ｇ　バッテ

リー約ｇ　ＤＣコード約ｇ 「ＬＳ－　ＲＬ２」
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